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「樹木管理システムの構築」の実証実験を開始
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クラウドサーバ

クラウドベースとして、入力はNFCに対応するスマホやタブレットで実施。
閲覧や管理等は、PCベースで作業とする。

樹木管理システム構成図
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樹木にＩＣタグを活用してデータ管理を行う。①

ＩＣタグの読取り・データ入力のデバイスは、タブレット及びスマホで行う。

団地内の樹木を１本単位に、調査入力データ、写真、樹木の位置(地図
情報)を管理できる。

個々の樹木の過去の管理実績(病害虫への対応実績、剪定作業の実
績、自然災害などの事故実績など)の把握を総括的に行うことで、危険
管理機能及び危険予知機能を高める。

②

④

⑤

樹木の管理本数に対応するために、データ形式、記載項目など様
式を決めて、少なくとも継続的に10年以上のデータ蓄積が可能③

樹木管理の関係者(調査現場、管理事務所、支社)が情報共有・判断、
指示、対応がリアルタイムに対応できる。⑥

樹木管理システム概要



樹木管理システム業務フロー
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樹木に木ネジで取り付ける。

ＮＦＣタグの取付け方法



ＩＣタグ読取距離：10～20㎜

データ入力は、ＮＦＣタグを読込み後に、スマートフォンもしく
は、 タブレットによって行います。

樹木管理データの入力方法


